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「お母さん一人でないよ。子育てを楽しもうよ。」

一「地域に開かれた幼稚園」づく鞍の記録

橿　口　佳

大宮　勇

子幅鶏毒公立幼稚騨

雄（鰯臓奮

　編島の公立幼稚馨の空き教室を楚って娘められた，就簗繭の子どもと愚競が集いあって遊び，交

流する会．その5年隠の記録におさめられた母義たちの声や行嚢から浮き彫鱗こなる，今馨ぎ）子膏

て中の恩義のr要求・縫心室の特徴は，甕己の子育てへの強い不安と，わが子への強い懇待が交錯

していることである。幼稚園教麟の財力を簿ながら，共逸する憾みや思いを交流する率で，轟携受

勇に見えた舞観たちが麩主的に運営するようにな診｝，それと盛行して子どもを見る欝が確かなもの

になってきた。

　繕じ隼頃の子どもをもつ鶴縫代の繹：霧たちが集い，子どもの姿を縷接見饑きしながら，子どもの

絞長や教育について語誓合うことができる鰺稚露は，今嚢の子育て支援の機鷺として大きな可能性

を持っていることが瞬らかになった。しかしそグ）ためには，幼稚褻教灘が親との瞬で，ふだんから

子どものことを嘗定麟に語鯵あう縫孫を馨る意識麟努力や，率護に意見を言い合うためのコミュニ

ケーション妓籍がこれまで以上に求められている。

〔キーワード）地竣に麗かれた幼穫還，幼稚欝と家縫の建場，教癖のコミュニケーシ叢ンスキ勘

董　本稿の目的

　露盤隼4月，橿鳥毒内のある公立幼稚鐙の空き教室

を轡零して，幼稚躍入懸麟の3・4歳の子どもたちが

集まってみんなで遊ぶ霞主的なサークルヂこぐまの会涯

が誕生しました。母義たちの「幼稚圏に入る講の子ど

もたちに友達がいなくて遜っているユというつぶやき

をきっかけに生れたこの会は，発足当初は嚢コミで集

まったわずか鎗入の縁親の手で，月董麟の溺催という

ことで始ま弩ました。その後，資料亙ゼこぐまの会の

経過達に示したように，その奪の内に30名近くに菰が

鯵，年々参撫者か培えるとともに，驚催の頻度も月i

繕から週i麟，2選へと増えていきました。さら1こ，

6翠霞の欝98隼度からは，2・3歳児を対象とした遷

2醸のゼこぐまの会」とは鼕鼕に，毎嚢饑く遵歳児のち

幽う辱つぶ緩を独立させることになったのです。そし

て今嚢では，このような取鯵緩みが市内の数箇新の公

立幼稚霞にも広がむ，「地球に雛かれた幼稚穣涯の一つ

の具体的なモデルとして受け入れられるようになって

きています。

　この公立幼稚蟹の懸冤は，王隼繰鷺の5歳箆が欝数

名しかいないことを考えると，このように急速に広炉

っていった背景には，幼稚懸という教育機関に向けら

れている新しい教育要求の高ま静があるように思われ

ます、その教育要求は，もちろん2歳を遜ぎた子ども

たちに友達と遊ぶ機会を矯意してや弩たいというゼ子

どもの発達への要求」を基本的な内容としています奮，

と瞬時にその背後には家庭での子菅ての不安や慰みぶ

広がっていることも大きく影響しているように感じら

れます．

　この報告の第一の慧的は，この取鯵緩みを通じては

っき辱としてきた，子育て申の母親の「今霧的要求匪

とはどんなものなのかを購らかにすることにあ垂｝ます。

このゼ今薩的要求」というのは，単離幼稚霧入園薦の

舞蔑に隆っての要求ではなく，幼稚癒に子どもを通わ

せている蔑に共選する要求でしょう。その要求の内容

を購らかにすることで，今察の幼稚獲に類待されてい

る新たな役舞がよ静購確になるでしょう。

　報告の第二の霧的は，母親と幼誰国教轟との連携の

あ辱方について，この取翰緩みが示唆するところを解

瞬・整瑳垂することです。

　今霧の母親の懸殖観や生活感覚は，社会の急速な変

容の中で大きく変化してきてお袴，それだけに幼稚醸

と家庭との連携や権互遅解のむずかしさが言われてい

ます。一方では羅と義との「共嘗て王がますます必要

になっている「子どもの糞ちの現状達があるのだけれ

ど，その「共膏て」縫係を作る上での土台となる子育

て観や生活感覚の一致が，鬱然にはできにくくなって

いる状溌が生れているように思われます。とすると，

今馨の幼雍園の教鰍こは，これまでよ1りもっと意識的

に，蔑との「叢書て」の関鎌を作る力が求められると

いうことになるでしょう。幼稚麟と家庭との今譲的な

連携という閥懸こ，幼稚購教轟の騰係づく辱（コミュ

ニケーション／態力という視点から追ってみたいとい

うのが第二の欝欝です。
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　2　「子育ては楽しく」と思っていたけれど

　　　　一母親が求めているもの一

　欝93年，この幼稚霞に私が転勤してきた時，22名の

5歳幾がいる一クラスだけ。それまで銚務してきた幼

稚園が，その地裁の子どもたちはほぼ全員が公立幼穫

露に通園していて，クラス数も多いときには3クラス

もあったことに比べると，ずいぶん匿児数が少なく，

少子化の影響なのかなと考えこんでしまいました。

　しかしその後，地織には公立幼稚園に嫁する窮実な

要求があることを思い難らされることにな吟ました。

　その年の欝欝，編農繁内の公立幼稚露があるすべて

の地域で，公立幼稚璽の2隼探蕎を求める署名運動か

起こ晦ました。実現できたらどんなにすばらしい事か

と、私たちは難待しながら地域の方々の動きを見ていま

したが，それに取辱緩んでいる雛妓の方から，2隼探

奮を待っている子どもが大勢いること，そしていろい

ろな簸みや要望を持っているお雛さんたちの次のよう

な声をじかに鰻くことができました。「近くの公鐸に行

っても子どもがいないんだよ，、ま「どうやって子どもと

遊んであげたらいいのかわからないし，つい悪露にな

つちゃう．」「家の中にいるとイライラして，つい怒っ

ちゃうんだよね。あ一またやつちゃったとあとで思う

んだけど。葺「静かにしていてくれれば良い子なのに。」

「友達も少な塾し，子どもに露分の時潮を全都取られ

ちゃう感じ。達「言っても，ちっとも言うこと饑いてく

蔑ないし，頭にくるときの方が多いよね。葺などなど。

　このような声に接する中で，一つは，地球的に転嚢

の方も多く，地壇にいながらも公立の幼稚麟があるこ

とも知らない方が多いことに驚きました．しかしもう

一つ強く感じたのは，今のお母さんたちの子育てに帰

する感じ方や意識が，嚢分の子育てのときとはかな弩

違ってきているということでした。

　私甕身がわが子を蕎てている時には，子育てはなん

て楽しいんだろう，子どもの成長にじつく軽響き合え

る時難は今だけなんだからいろんなことに積極的に参

撫していこうと思いながらいたのと髭べると，ずいぶ

んと子膏てに不安や犠みを持っていて，あま辱楽しい

という実感がなくなってきているように感じました。

　なぜ，子育てが楽しくなくなってきているのだろう

か。私は幼稚醗のお母さんたちの姿を悪い浮かべなが

ら，その瑳密をいろいろ考えてみました。確かに，侮

かみんなで作って子どもにプレゼントしょうと誘って

みた辱，運動会のはちまきやぞうきんを手作鯵で作っ

てくださいとお腰いした毒した鋳，なかなか積極麟に

参擁してもらえなくなっているなあと感じていました。

そうした瓢消極性達の背景になっているのは韓でしょう

か。

　一つは，当分と絶入をいつも比べているためか，自

分が自鱈がないことには手を鐵そうとしない傾鶴です。

欝鱒一事2

そんなふうに，嚢分の子鷺ても飽の人と髭べてしまっ

たら確かに霞猿がなくなって，楽しいというよりも苦

行になってしまうだろうと思いました。もう…つは，

衰分の手で擁かを馨った舞，みんなで侮かをや辱遂げ

た辱する経験が，少なくなってきているのではないか

ということです。折しもお母さんたちの青春時代は，

バブルの絶頂鱗，子どもたちの装いだけでなく，お緑

さんたちの賑装もまるでファッション雑誌から抜け出

してきたようにきれ疑にな辱ました。そのこと自体は

素敵なことですが，しかし反颪，お舞さんが手づく弩

でおもちゃや洋駿を舞ってやることが少なくな辱，そ

ういう時鷺を共有することで生れる義子のふれあいの

密度が薄くなってきているように感ビられるのです。

　［お羅さん，今が一番楽しい時霧じゃないの。子膏

てを楽しまなくちゃ一ね。3と，鱗稚癒のお§さんたち

に言い続けてきたのですが，こういう声に接してみる

と，それだけでは具体｛盤に乏しく説得力毒§ないことに

気づきました。実際の手跡けになるようなことを，何

か幼稚園でやれないかと思うようにな鯵ました。

　そこで，幼稚霧で遊びの場を提婁して，友達と遊ん

でもらったらどうかと考えました。醤艶が帰った後に

遊藏室で思う存分体を動かして遊んでほしいと，醗長

先生に月王講の遊びの場の提僕をお酸いしたら，快く

許薄を溢していただくことができました。

3　母親のカでや辱始めよう

　名前をドこぐまの会葺と決め，霧児が早く帰る8を

月i籔午後i時論分から，ゼ遊びましょう．みんなと遊

ぶと楽しいね。30分鮭なら先生と遊べるよ。藩よびかけ，

亙｛｝入のお母さんたちでスタートしました。

　こうして趨発した「こぐまの会」ですが，当擁お母

さんたちだけでは繕をしてよいか分からず，わが子の

行嚢だけが気になる様子でした。子どもたちもお濠さ

んから離れられず，しばらくは遊んでいる友達を羨ま

しそうに見ていました。それでも，お懸さん方はいろ

いろな人とお議しができるから楽しいと，母親講士の

交流・講合いを楽しみに来るようにな弩ました。

　次頁の「紹介達文は，こぐまの会ができて3年§の

欝95年度のものです。この文章には，この会が友だち

との楽しい遊び・交わ琴の機会という野子どもにとっ

ての意味」だけではなく，「灘親霞身がもつ要求鳳交わ

りと語らいと成長への要求輩が満たされる場として大

きな意義をもっていることをはっき鯵と意識するよう

になってきたことが示されています。

　そして，お羅さんたちか自分霞身の要求をはっき辱

と意識する中で，こぐまの会の運営を寂らの責鉦でと

いう稜極性が生まれてきました。第尋簸で違べる母義

の「子どもを見る欝葺の確かな成長をもたらしたのは，

この震量的，積極的な運営参撫だったように患われま

す。そこでこの節では，どのようにして母i観たちが，



ヂお舞さん一人でないよ。子畜てを楽しもうよ諺 i3i

この会の主人公へ変化していったのか，そのプ霞セス

をたどってみたいと思います。ぜこぐまの会輩の経遜

については，i33ページ資料i参照。／

こぐまの会の紹介
一㎜u

　三・獲才児か縁家です。

・子どもと一緒に体を動かし遊ぶ楽しさを難る

　子どものしつけやわからないことを井戸叢会議

　の申で気軽に…議が患来るようにする

・幼稚園の幼箆との麗わ翰を通じて，色々な子ど

　もがいることを知る

　お母さん・おばあさんが中心となって，露分達

　で運営が鐵来るようにする

　など義子で遊びに来ることで，お舞さんも友達

をたくさん葬り，自分だけが大変ではなく「みん

な同じなんだ」という気持ちを持ちながら，遊び

方を教えてもらった辱，子蕎ての憾みを議した静，

気軽に参撫できる会です。幼稚灘の施設を欝琴な

がら，親子で楽しい鋳鶴を遺ごしましょう。

　先ほど，騨窒にわ炉子を連れていったお母さんのと

ころに行ってみたら，わが子と悪戦苦麗中。露けば，

嚢分の患うよう尋こならないとすぐ2重き護聾ぶので，ふだ

んからどうしてよいか解らないとのこと。じつく舞お

羅さんの話を驚いてみる。夢みんなそうやって，弱き分

けのない子に手を焼きながら，でも段々わけがわかっ

てくることでほっとしながら，子蕎てしてきたのよ。

でも，言い開かせなくてはいけないときは，その場で

誌をする方がいいよね。梅も，わか子が泣き瞬んだか

らといって恥ずかしいことはないんだよ漣そんな誌を

していると，だんだんとお鐙さんの気持ちもちょっぴ

鯵落ち惹いた様子。窪

　露見ているだ1ナでも良いんです。まず色々な子ども

がいるんだという事を難ってください。藝鐡に遊ぶ楽

しさを感じて下さい。お母さんたちも彎曲にお議しな

がらどうぞ雄と議すが，集まって侮か教奮的なことを

してもらえる類待感がお鐸さんたちの顔にはあ辱あ鯵

と。

　母親ってかなり懇待しているんだ。鰯待に答えられ

なかったら，匿あの先生は，・一書と奮うのだろうな。

しっか弩密分の考えをもたないと流されてしまいそう。3

董）不安と竸待と受身の識発

　旙人の母義で鐵発した紅こぐまの会達でしたが，稔

々にロコミで広が辱人数が増えてきました。そんなあ

る嚢の様子を書き留めたものを以下引矯します。ここ

にこの会が始まった盛辮のお舞さんたちの心情が読み

取れると患うからです。

　「たくさんの著いお母さん炉やってきた。

　まず，玄灘こ置かれた靴を見てぴっく辱。一人の母

義がそのままにして置いて行くと次の人も講じく號塾

だまま。子どもも同じ。園驚にはいつもきちんと靴箱

にしまうよう捲導してきたのに，あらあらどうしまし

ょう。

　一人のお羅さんと羅が合ったが，靴をしまうことは

まったく念頭にないらしく，チョコンと頭を下げただ

け。頭を下げてあいさつしてもらっただけでもいいと

しなけ弩やいけないかGでもどうしたものか・一〇

　そんな思いでいると，子どもの泣き声。どうしたの

かと目をやると，横にいた子どもの詩っているものが

ほしいと泣いている様子。その子のお舞さんは，さっ

と我が子を抱きあげて驚の薬屋に行ってしまった。母

親の叱る声だけがビンビンと聴こえてくる。

　やつぱ際ほうっておくわけにはいかない。靴のこと

はまったく気づいていないようなので，放送で蓼迷子

の難解たくさんあ静ます。§分の靴は，どこに置けば

よいかお子さんと考えて見ましょう凄と問題を投げか

けてみた。濠子で一緒に侮やら誌ながら蔑している。

こんなときには，お母さんを褒める善葉かけが，効果

てきめん。

21お母さん継子育ての話をききたがっている

　嚢分の子奮てを「どうしたらいいのかわからない」

という不安と，幼稚園という教畜の場でヂ縛かやって

くれるはず墜という強い難待。まずどんなことから手

をつけたら，お羅さんたちにとって意練のある会にな

るのだろうオ㌔

　子どもたちが遊びに離れて麹分から動き墨すと，お

母さん方も畷にな穆、あちこちでおしゃべ弩を楽しそう

にしています。色々な議題です。その会誌の中に入って

饑いていると子奮ての不安は想像以上です。核家族で

隣近翫との縫わ弩炉ないので，不安や心醍事を麗ける

人がいないのです。小さい子を連れて勉強や講演にで

かけるの1まむず’かしいでしょう。

　幼稚躍の教養講痙で一緒に謡を聞く機会を律ろう。

蒔瞬を箆つけて，お舞さんたちに，母親の先輩として

子育ての話をしてあげよう。また，幼稚園の教育以外

の仕事だけれど，今はそれが大事ではないかと考えま

した。

　実燦に察分の経験したことをもとに議をしてみると，

お母さんの真鋳な姿勢に涯倒されそうでした。話を本

気で震いているから，責鉦持って誌をしないと納得し

ない。この繰弩返しの欝欝漆§，先生の評籔につながる

のかと思うと緊張を覚えるほどでした。

　幼稚露にきて，大勢の子どもの中でわが子を見るこ

とで，よけいに自分の子畜てに焦馨を感じることもあ

るようです。もっと早くから，母親清士の関わ辱炉あ

れば，少なくともわからな》・ことや不安は，お互いに

気軽に話ができるはずです。そういういろんな不安を
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抱えたお母さんたちが，たくさんの人との縫わ弩，謡

ができる場に，幼稚羅はならなくてはいけないのだと，

この時患いました．話ができ，簿かを感じながら露分

のできることを見つけ，母蔑霞身が楽しみにして会に

くるだけでも不安は少なくなっていきます。幼権露の

役欝は大きいなあと実感しました。

3〉誰が責任を持つのか？

　「子畜ての不安を蟹弩の入に絹いてもらえる」「講じ

隼齢の子をもつ人との交流ができるまと舞舞蕎士の交

流も深ま辱，また大勢の中でわが子を少し客観的に見

る機会ができたり，幼稚園での5歳児の生活を見た毒す

ることで議長の見遠しも持つことができ，楽しく会を

続けながら少しずつ子どもの見方やかかわ辱方が変わ

っていきました。

　そんな鋳です。鎗9§年隼瞬けの地元紙にこの会の記

事が載って，みんなで新パニック」になってしまった

のは。

　なぜって，新調記事は，この「こぐまの金聾があた

かも公立の幼稚羅が，みずからの藝鍵髭獲得のための手

段として5歳羨の子どもたちを集めているかの印象を

与えるものだったからです。畜内の公立幼稚園には，

縫にこの様な会がないのになぜ？　私立幼稚蟹の園箆

確保にも影響するのではないか？などの誤解が広がセ）

かねない状溌でした。

　こぐまの会は，あくまで羅親たちの霞主運営の会と

して患発したはずでした。しかし，お舞さんたちの鶴

にはややもすると，幼稚i麟の先生がやってくれるもの

という受身の態度があるように感じられることもあ辱

ました。この新灘記事を契機に，お母さんたちの麗わ

り方が積極麟なものへと変わっていきました。

　「先生に迷惑かけたら申し讃ない。謹と憲ってお鐸さ

んたちも嚢分たちの責任で運営していく必要を感じ始

めました。「窓欝は一つにして外編に対しては，責任を

持って私が誌します。盛と責任者が綴てきました。

　そして，騒長先生がきちんと対癒してくれたのです。

とても頼警がいのある露長先生です。私はこれを機に

意欲が高まってきました。

　発足したときには，事故やけがに簿えてスポーツ保

険にだけは入っておこうということにな鯵ましたが，

それ鉄外の会の運営や幼稚麟との灘係などについては

簿ら霧確なルールや書藤もないまま経遷してきたので

した。お母さんたちから会麩を作ろう，幼稚灘から霞

舎を倦むていることについてもきちんとした書類を舞

って萩たなスタートを切触ましょうと確認しました。

　施設儀繕の手続きといっても，霧海の公立幼稚鑓で

は務めての試みでもあ琴，お舞さんたちも戸惑うこと

ばか舞でした。その申で，お羅さんたちは会長さんを

中心に，いろいろな書類を集め霞分たちの会にふさわ

しい書類を考えました。あくまで園の施設をお倦辱し

蓄鱒§一落2

ているんだという気持ち，感謝の気持ちが伝わるよう

な書藏｛乍辱をしましたむ緯度も侮度もや鱗宣しをしな

がら，一つ一つのことをみんなで確認し合いながらや

っていく串で，次第に役員の方を帯心に心を一つにし

ていく雰露気が生まれました。

　そういう苦労を共有する準で生まれたお舞さん講士

のつなが幸｝，それは私を大きく励ましてくれました。

鐵来そうだ1お舞さん方の力を鑑1りれば，どんなこと

でものむこえてい醸そうだ。

　以下に掲げるの1ま，責｛壬体毒讐が響1確になった直ぞ麦に，

地簸の欝内会の羅覧板に載せてもらった案内文です。

ヂこぐまの会葺は，こうして大事なことを再確認して力

強く籍たなスタートを鱗つたのでした。

欝内会の皆様

こぐまの会

　私たち○○こぐまの会は，結銭から王隼が過ぎ

ました。この会は，ゼ○○幼稚懸を二年保畜にする

会藤が中心になって，幼稚癒の施設をお欝噂して

幾子で遊ぶ会です。

　…入でお友達の“ない子，幼稚霞に入るために

待っている醤才児の子，みんなお友達ができ，楽

しんでます。今奪も獲鐸から，会員を募集をいた

します。（鋲下略）

41みんなで活動の縫方を考えよう。

　さて，子どもたちの遊び会の内容についてですが，

盛辮は家でやれるような遊びや籟単な体操などをやっ

たらいいでしょうとアドバイスしました。幼稚園の行

事（運動会・欝つき・発表会など／にも参撫していろ

いろな活動を知るきっかけづくむをした弩，幼稚露主

難の教養講痙などへの参撫も呼びかけていった軽して，

いろんな麟激や教材4）提僕に努めました、

　でも，やは毒ゼこぐまの会雄の責任者はお母さんた

ち。もっとお録さんたちのカで遊びの会での活動も工

夫しあって進めていけるようにしなくてはならないと

考えました。

　「縷れて来たからみんなで意見を蔑して，活動のし

方を考えない？涯と悶雛かけると，「私できないよ」

ドやったことないからわかんな恥し…　　」と，どう

しても消極的な意見が多く濃てしまいます。

　縫方，お母さんの中には，元保育者や教奢に携わっ

ていた方炉かな弩多く晃られました。一藤では，そう

いう経験の差を感じて余誕に溝極的になってしまうの

かもしれないのです炉，むしろそういう経験の差をプ

ラスに活かすことが大事です。

　紅斑編践にしてその中にバランスよく経験者をいれ

て，一緒に楚強しな炉ら，活動していくようにしませ



「お舞さん一人でないよ。子畜てを楽しもうよ。達 聖33

資麟潅　ゼこぐまの会まの経過

「”ﾑ「実羅数　　　実践内容
縛痢時　翼　畷が鰯となって）

一瞬薫弩靴』
　　　i費鍛i31講～猛13倉10　鋳稚壌の教養講慶に参趨1

5騨§名　i。（藝灘嚢蕪叢誌〉…
　　　t　　ゆ雌灘事に参観翻会l
　　　l　　　卜鋤き会蕪合壁絹
　　　…　　　　　　　「7一一
　　　…週i繕　　　　　　iO　誕生会をしよう

躍欝論書謝・さ一も一
　　　1　　　　　…　　　…36名　　　　i

篠な，，，隔議…　一露祠

1鞭細　　…
」．－35名　一　1
1臨ぎ，謬、，、、，P生唾薪藤　嗣

i8年度138名　　．　　　1今　鮨種醤の鴛事に講懸的1こ参

凹　い塾＿＿翻
　　　τ露㎜蜘憂抽5轍癒蓬躾施
　　　　　　　　　　　○　幼稚懇箆とi時靉靆わって　　　’P醗i31（矯～i§13春
§隼度

　　　　　　　　　　　○　運嚢会はみんなと一緒　　　　§2名

　　　　　　　　　　　0　8斑蕪って交替で先食　　．一．」．

「　　　　　　　　　　　，○　垂纏修って活動　　　　遷2羅（火・金）

　　　　　　　　　　　“　　　　欝醗i3：§§～露：欝　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　■し
　

1　　　2・3才髪琶42名
1欝奪度一■

1　　　　毎8　　　　　　　．0　2入のお鍛さんが完生

し　　　　　　　　　　　．○　 鵡毒盤藝蟹箆雲量聡敏の手続きや　　　　嘆才児　i5名

　　　　　　　　　　　L麟櫃｛乍成　　　‘A麺§1（翼｝～i313（｝
　　　　　　　皿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　一

んか諺

　こうして，欝§6年度からは，「先生ま役を撞盛するお

母さんを，数人纏成の斑に纏威して，交代で遊ぶ会の

ヂお舞さん先生」をすることにしました。

　その蔭の保育の中身については，一人一人のお母さ

んが，やる気を起こせるようにアドバイス。まず具体

的な教材を提示し，できそうなものから意見をまとめ

てきた。2～稟議に適した教材の藩究が，入篭込んで

きて私嚢身も勉強をする機会にな吟ました。幼稚蟹教

諭としての意地炉あったのは事実です。見通しを持っ

て行かないと大変です。

5）言い分を饑し合う

　こんなふうにして霞信を深めていったお舞さんたち。

すると，誰でもそうでしょうが，夢がふくらみ要求は

エスカレートしていくものです。

　毎年，議合いを重ねながら，いろんな点を改善して

いくことで，母親も意欲を持って会にかかわってくる

ようにな穆ました。私霞身が考えてきたr子育てを楽

しいと感じるように，露分から進んでやっていく姿葺

にも次第に近づいた感触があ鯵ました。

　お母さんたちが嶽主的に，意欲鯵になるということ

は，必ずしも「簿も叢わなくてもわか辱あえるように

なる1ということを意縁してはいません。むしろ私の

思い掻いている形とはち炉う意見も鐵されてくるよう

になるというのが実感でした。

　たとえば，遊びの中身が，課題活嚢中心になってし

まって，幼箆炉もっと嚢密に遊びたいと思っても麟約

されてしまっているのではないだろうかと感じたこと

もあむました。舞親霞身か積極的に，擁かをしてやろ

うという気持ちが強まってきた結果かもしれません。

　また，ヂこの会毎馨でも良塾よね。」新もっと活動暗

闘を早くしてもらいたいね。ほ等と，会員が増える中で

いろんな考えの方が，罎てくるようにな鯵ました。

　ちょっと待ってよ。幼稚獲教誉が主なんだよ。なぜ

この会が鐵来たのか，その原点に疑むましょう。でき

ること，できないことをはっき鞍懸れる少々強い先生

にならないといけないとも考えました。重度始めたら

戻れないよ。

　このようなときは，認合いを持ち，「できること・で

きないこと」を墾解してもらいながら，母親の言い分

を十分に受け窪め，母鵜縄士の本音を害い合う暗闘を

持つことで解決の来襲を見つけるようにしていきまし

た。ヂよく考えて」が生活の串で大切と，繰孝｝返し言い

聞かせてきました。

4　「子どもを見る目」の成長

粋r子どもを舞，る濤の確かさ謹の成長

　会にきた楽舞，お母さんの譲からもれるのはぼやき

と不安ばか辱。

　「私から離れられずいつも一緒なんですよ。それに

人蕪で話しも鐵来ない。あ一いいな一。よその子ども

さんは。雲ヂみんな2・3隼保蕎に行っているし，公圏

に行っても誰も恥ないんだよね。私もつまらなくて，

響いものはまだ子どもも小さくて手はかかるからでき

ないしね。藤野おばあちゃんには気を使い，子どもでイ

ライラして大変なことばっか鯵だよ。達

　幼稚醗に来ているお母さん方はついi隼葡のことを

こんなふうに議をします。

　この会を娘める藩の私は，こういう声に対して，「お

羅さん，今まで膏ててきたあなたの結果なのよ。」と瞬

びたい気持ちも少なからずあ琴ました。「人の子と比べ

てどうするの。子どもと一緒にいろいろな所へ行った

辱，体を動かした号して遊んで来た？露分でばか紛議

をしていなかった？　できた時褒めてあげた？　感謝

の気持ち持っていた？　規雛蓋しい生活をしていた？」

と問い返してみたい気持ちが。でも，子どもには罪は

ない，結果譲なので害わない方がいいと押さえていま

した。しかし，この会の申でのお母さんたちは，その

「子どもを見る確かな藪」とヂ子どもにはたらきかけ

る技まに磨きをかけ，大きく絞長していきました。
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　その大きな変化の一端を，鰺98隼痩のち準う琴っぷ

緩の活動暮誌に載せられたお母さんたちの野感想・記

録峯から追ってみました。（資料2／

　これを見てみると，一つは，「子どもの姿嘘を手がか

鱗こして，羅蔑は子育てを深く学んでいくことがわか

弩ます．「ゲームをしていた子どもの姿を見て一・先

生が姦していた愚昧がわかった。涯と書かれているよう

に，子どもと実際にかかわった辱，いろいろな遊びを

した辱，勉の子の様子をみた辱というふうに，実隆に

自分の身体を動かすことぬきには子育てを学ぶことは

できないんだなと購書感させられます。

　今蒙は奮児精報が氾濫しているといわれますが，や

は毒）実際のわが子，そして瞬年輩の子ども集懇の中の

わが子を見ることと，専門家や教麟の議が聴けること

を瞬時藁蕎的に進めることが，子育てを学ぶ上ではも

っとも為し鶴だということ毒§できるので1まないでしょう

か．そういう点では，幼稚鴎が，母義に対して，その

子どもを見る§やかかわる力を磨く上で果たすことの

できる蓄隻霧喉ま計諺突舞れないほど大きいのではないカ、と

、憩われます。

　もう一つは，舞親が，子どもを見る確かな§を持っ

たときの綜燈あふれる姿涯です。r子どもたちは，露

分ことは言われなくてもちやんとでき，褻分から遊ん

でいます。競が慈心するほど，いろいろな蟹で成長で

きました。3と一人の母親が書いていますが，まさに子

どもが「絞長ずる穂密」を知ったとき，大人はワクワ

クするような「子畜ての楽しさ4を実感するはずです。

資料2　ち珍う鞍っぷ績・活動穣誌から

鑓 来 箏

　　一ズ、
　　一　■）■

□
、’

　　C　当番の馨，先藁がいな塾と纏をしてようか分

　　　からず獲って，タンポポ経のまねをしていましi
　
l
　　　た。

　　○　たけのこで遊んだ後，先盤がたけのこを煮て

口　　　くれた。手にはたけのこの匂いがついている。

i期○囎T鞭重廉潔ぞ菱謡響凱．
　　　ぴっく琴“感聾しました。

　　一〇　魚釣吟ゲームでたんぼぼさんと縄張辱争いで

　　　ひともめ。瞳嘩って大鷺だ。

咋㎜タクシー・天　事　　体験で
　　一

　　　きて幸せです。

2

　縁親は当番表や誕焦表を｛艶娘める。　　・★

お羅さんが気紅なっていた予もしばらくすると

離れて遊びだした。

　幼灘皇懸でどんなふうに遊んでいるのカ｝，友達と｛牢良く遊んで静るのかな

ど露分の馨で見ていられるのは，「いいなあ涯と思った。毎馨来るのは大、

変と思う。けどその分安心して送吟鐵せそうです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　羅　　霧　　び）　　気　　持

　のか不安です。

★　当番鱗でL子どもたちの繧舞を見ることが鐵来るかな。

練薮分の子だ1疑精一勲グ寒飽の子とどういうふうに接して行けば戯強…

　護｛窪でやるっきやないさ。

　なった気がしました。

★　ゲームをしていた子僕の姿を見て，いろいろな子がいることが分か毎，

　掩生が姦していた意陳が分かった。

★　家では食べれない子もいただろうに。

★　擁をして喪いか分からず子どものいいな琴。それでも欝とかなるさあ。

★　あ静がとうの葭葉の重みを感じ感動しました。

★　時隣か余む飼をしてよ》・か分からず患いつくままやったら舞だか完生に

←
○　運勢会にするリレーをした。i年違うと本当

　に走る搭好も違っている。

（一

j
　
　
（
》
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学
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3
学
簸

　ちょっとした瞳嘩や，鰻って泣いている子が‘

いるとき譲葉か鞭をしてやると，俸なおむをし

ていた弩跳診てあげた暮している。

　さつま芋撮鱒，先生はつるも茎も全嘉穂濁す

る9

　黄土益三力§お｛本み。　どうなるかと患ったら，子ど．

もたちもお羅さん先鑑のお謡聴いて，ドッチボ

ールのゲーム炉鐵来た。

　り一ス舞辱をした。壼分で時翼を見つけて全‘

舞がちゃんと馨っていて驚華た。

　です。

　だろう。

★　 捜才隻鋒ま勝つことでな》んだ。お慧峯こ添って気持ちが高ぶっている。

★　色々な所に連れて行ってもら雛，疲れたけど，親も楽しめました。

★　ポケモンごっこの為に鑵子を鐸ってくれた当番のお母さん先生。すごい

練蹄の差1ま本当に違う・子換の姿から薩1隻が姦ていたことが分オりた・

★　私たちの運動会という雰羅気が繊てなぜかうれしい。遊びが見えるから

○　競来るとお羅さんたちで，ストーブを雛み，

　話1こ穂が咲いていました。

・○　簸分二人の鬼が来た孕漉き鐡す子・かくれる

　子・逸さず華馨る子と大騒ぎのまめまき。

★　縫える麹1ますべて，余すことなく子どもたちの帰る家に返す鰭稚覆だ。

★このごろお片餓疑いうと薪いや」と反発します。醗羅も遊ぶべ豊と

　約束もします。騰が熱くな善ます。ち磯う吟っぷ経になれてよかった。

　了式の当番のお母さん緊張ぽちゃんとできるか、

　な。お翳れの葭葉覚えたかな。涯

○　ウ号ギの当番の糞き継ぎ石張っています。修1

　んでいます。毅が感心する程，色々な面で成長繊来ました。

　来た。旺あの枝豆今までとっておいたのかま脱纒です。

　　叢れて来て露も藤とすことが墨来ました。

1★　 タンポポ緩1こなれると語聾う窮待力ζ，生噛義の中に鐡ている。本当によかっ

　た。

★子どもたちは，露分ことは，害われなくてもちやんとでき，窪分から遊

★　幼稚穰で取れた豆・妓豊の茎・壌根のヒイラギのセットを持って帰って

★　慣れたころにはお舞さん先隻が卒業です、寂しいです。

★　お母さんたち一人一入力が鐵せて皆仲良く締めくくれてよかったです。
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21幼稚園教麟として親とどう向き合うか

　「幼稚圏は，癒驚を教欝するためだけの教官機聡で

はない。それ以上にもっと大切な事がある。盛と私が感

じたのは，縫分繭にな鯵ます。ヂ以前の子どもとなぜか

違う。なぜだろう。達「母：i窺はもっと違う。盛このような

繰弩返しをしながら，手探諺で母親と関わってきまし

た。考えて解決できるようなものではないことも分か

っていました。今まで露分自身の経験してきたことを

伝えられる場があれば良いのかなとも考えました．

　母親の意見や考えは，饑いてみよう。その中で「ど

んなことを求めているのか，｛醸こ燐んでいるのか。藩な

ど饑きながら，受け入れてみる。それから自分の経験

談を話してやると，お母さんの顔にホッとする表癬が

浮かんできます。時には，濃を流して理解してもらえ

たという安心感を示してくれることもあむます。その

ようなことがあると，教轟と愚蔑の縫孫はグーッと近

づいてきて，教育効果にもつながって行くような気が

しました。

　また，侮か不安なことがあって，こんなことではい

けないと憲っている，そんな表構のお舞さんには，私

の方からその不安な離分に痩接触れてみる。

　「どうしたの，お縁さん。鰐か心醍ごとがあるの。ユ

「先生欝でわかったの。涯と驚いて，議を切むだしてく

ることもあ舘｝ます。そういうときは，ほんとうに真鰯

になって話を聴く事が必要です。自分の経験を交えな

がら，誰でもそんな不安をもちながらやっていること

を議して，不安を取雛余き，察醤を持たせる霜葉かけ

をすることでしだいに嚢億が鐵て，弱るくなってくる

ように患います。　　　　　　　　　　（圭試、髭，縫蒙）

5　コミュニケーシ鶯ン技術向上のために

　この罷録を読んで私がもっとも強く印象づけられ，

そしてもっと深く知鞭たいと感じたことは，幼稚騒の

教締と観たちとの鶏で，どんな会誌が，どんな調子で

なされたかということです。

　8本の幼種躍を観i察した，アメリカのある講究者は，

馨本の幼稚露における教轟と親の麗係は，善い合うこ

とも少なく常に溝者1こは笑顔がたえないことから，一

晃きわめて親密で良好な関係に見えるが，よく観察す

るとその「笑顔達は，お互いに§分の本音を隠して表

麟釣な付き合いをしていることの表れであ蓄），本当の

意味での親密さは欠類していると遊べています

（To撫i§89〉。翼褒彗に子どものことを議し合えば，そ

うそうニコニコばかむして1まいられないはずだ，とい

う幾覇が，藻本のすべての幼稚蟹に当てはまるとは思

いませんが，やは毒表悪的な付き合いに終わっている

場合がないわけではないと思われます。

　この言言多衆には，率直な話合いと，濠蓋かな根互美壁解と

穰互尊重の精禅があふれています。誰かに議してみれ

ば，不安や憾みの蕉体がはっき脅してきて，対塾しや

すくなるものですが，その「誌せる誰か並を見つける

のが容易ではないのが現代です。以前の幼稚騒と親と

の縫係は，学校が求め必要とする懸纏観や教育観を，

親の灘が建解していることが，脇方・連携の大麟擾に

すえられてきたのではないでしょうか。言い換えると，

教畜観や懸纏観は，一致するのが当1り前と考えら義て

きたのです。

　意見や懸鑓観がちがっても，たがいに子どものため

に協力し合える関係を築くためには，くいちがいを乗

琴越え，穣互の獲解と尊敬の念を深めていくことを可

能にするようなコユニケーションの技徳がこれまで以

上に求められます。

　欧米では，教晦のコミュニケーション龍力の重要性

がよく指摘され，その技術海上のための謙々な取諺緩

みがなされています。たとえば，オーストラリアの保

育学生晦け教稗書は次のように遜べています。

　「幼箆難のプ獄グラムにおいてもっとも重要な要素

は，人である。プ纂グラムに関わるすべての人の闘に，

欝定的で，歳功的なコミュニケーションがなされてい

るということが，決定的に重要である。（中略／子ども，

講義，保育者との購紅よい縫係を確立し，維持すると

いうことは，子どもセンターにおける繰育者にとって

中心饗題である。観察し，計醸し，緩織するなどの飽

の技龍の極値は，保育者がこれらの縫孫を発展させる

ことのできる力に依；存しているものである．同轟寺に像

育者は，保畜者講士の闘においても，子どもや親との

瞬孫においても，良好な人聞溺係を維持し発展させる

ことに籍して，懸人的にも，集懸的紅も，大きな責任

を負っている。こうしたことが，農質の保蕎実践の基

礎にある原瑳であシ｝，また子どもセンターが，その霧

酌を果たすことを薄能にしているものなのである。」

（欝欝麟εr＆臨。灘難鱒。賞．i鈴Gl

　そして，コミュニケーシ葺ンを成功に導く最低譲の

条件として，①コミュニケーションの灘発点でもあ舞，

かつ最終的§的でもある「絶者と自己に対する尊敬」，

②鶴確で，開かれたや鯵方で，自己を表寵する能力」，

③馳の入の意見を運解し，真裏彗に受け止める能甥，

④経ラブルを解決し，不…致を調停する能力涯の饗つ

を挙げています。さらにこの教科書には，教麟穏互の

関係・子どもとの驚係・義との関係にわけて，上記の

4つの条件が詳しく説窮してあ鞍ます。（資料3は，窺

との関係づく琴のためのコミュニケーシ3ンのポイン

トとしてあげられている項欝の抜粋。）

　このオーストラリアの保育教科書は，子どもの第一

次の養育責紐者として義が有する権舞と要求を疑当に

認めた上で，親の憾みや不安や怒鱗こ対して，保育者

が奪門家の立場から「癒える」一共感麟理解と明確な

説明をする一責狂を果たすことを求めています。そし

ていいコミュニケーションとは，対等で，肯定的なト

ーンでなされる必要がある，なぜならひと毒｝ひと葦｝の
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ゼ自尊心涯を傷つけてはならないからだというメッセ

ージが伝わってきます。

　この「地域に麗かれた幼稚蟹づく弩3の記録には，

この保鳶教科書には欠けている観点，つま鯵，どのよ

うにして義が一つの集癒としてみずからを緩織し，そ

の中で成長することが可能になるかという視点が貫か

れています。この視点も簾えて，馨本における幼稚羅

と蔑との関係をコミュニケーションスキルの視，薫から

警邏することが，今後4〉課題として残されています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鎌上，大宮）
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資料3　親とのコミュニケーションのポイント

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ　つ

廟1の意霧獣ヌプ羅べξ　一　　　　　　　　…
…瞬・翻に　⑫観禰趨念から臨こなること・　　　　　　　　1
i　　奪讐縮語は綾わないこと。そういう言葉を硬うことは，専鍔家が言うことについての理解の簿害になるだけでなく，l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
：　親を萎縮させて教麟の誌から醤かを学びとろうとする意欲を減選させる。　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　事実に基づ塾て議すこと。特に，子どもに幾題があるときは最も重要。教締は，必要鍛上に親を不安にさせた毒しな1

　　いように，そして親一人一入の要求を考えた上で，誌をするや弩方をマスターすること。

　　もし，悪い難らせを言うときには，親がその翼題を麩遇する方法についての建案を雪意してから誌すようにすること。・

　　　しかし，どんな場合でも，親密身の考えを実行する余亀を残しておくこと。

　　鰐等な会議を心がけること。教郷はすべてグ）翼題に対して答えをもっているものでもな験し，その時々の状溌に見合t

　　つた曝一の董解をもっているわけでもない。話をするときには，それが霞分鱗入の意見なのか，羅全体の見解なのか、

　　を瞬確毒こして叢毒すこと。

　　必要なときはきっぱ弩と護うこと。できる縷垂｝親の意見に寄む添うことが必要だが，それができないような場合には．，

　　できな》ことをはっきむと遠べ，その礫慈を丁寧に誕塾すること。

義の意見を理解し，真鍼こ受け歪めること
　　親を遅解するためには，親にとって子どもの縫題は，欝よ鯵もさきに，そして蒋よ琴も強い感精を撰き起こすことを

　　遷解する必要がある。
　　働海かに怒纏麟ているときには，教雛襯の諜から臆嚇嚇ときでも，親が欝鶴つた羅を懲馳…
　　てみること。察薄鍋・をなくさずに，怒った幾とや陰取除できる能力を身につけること。

　　嚢が韓か心醗ごとを掩えているときには，その琢欝を理解しようとすること。

親との意見の違いを乗鞍越える

　　縷の考え方がはっき善していない場合には，義が求めるようなことを実行するのが不可能かどうかにつ恥ての無断は，・

　　教晦が鬆入麟に行うべきではない。

　　醗として義の要望に添えないと決めた場合には，親を傷つけないようなや辱方で，その理窪を説隣する必要がある。

　　できれば，親1こ請しては義の希望を実現できる隣のや弩寿を提案するの蒼いい。

　　　もし親との馨の談議炉白熱した≧きには，そして教鱗がうまく謡合いを続けることができな糖と舞擬したときには・

　　薩1長1と話合いをするようにする4〉毒㍉、い。


